平成２７年度事業計画書

特定非営利活動法人再非行防止サポートセンター愛知
１　事業実施の概略

特定非営利活動法人再非行防止サポートセンター愛知は、非行少年、主に少年院出院者の再犯を少しでも減らし、周りにいるみんなの笑顔を増やすために、今までの経緯・経験を活かし、家族を含めた相談支援から再犯防止のための立ち直り支援を目的とし、次の事業を実施した。具体的には、本法人の定款第５条第１項第１号①逮捕された少年の付添人活動事業、②社会復帰する少年の日中生活支援事業、③非行に関する電話相談・個別相談事業、④再非行防止に関する勉強会・講演会事業を実施します。

２　事業の実施に関する事項

（１）特定非営利活動に係る事業

①逮捕された少年の付添人活動事業
ア　付添支援事業

（ア）事業内容

逮捕された少年および、その保護者に対して付添（面談）支援を実施します。
（イ）開催回数
計６回

（ウ）費用

279,000円

（内訳）謝金（付添人＠45,000×６回）270,000円、通信費（電話料金、郵送代、封筒代）9,000円
（エ）収益

260,000円

（内訳）依頼料 (＠50,000円×４回、＠30,000×２回)260,000円
②社会復帰する少年の日中生活支援事業
ア　社会復帰支援事業

（ア）事業内容

少年院を退院した少年を対象に社会復帰を目指した生活支援を実施します。
（イ）開催回数
計１０回
（ウ）費用　
210,000円
（内訳）謝金（生活相談および企業紹介の支援　10回分）210,000円

（エ）収益
200,000円
（内訳）依頼料（＠20,000円×10回）200,000円
③非行に関する電話相談・個別相談事業
ア　非行相談事業

（ア）事業内容

非行行動に悩む保護者および少年を対象に面談による相談支援を実施した。
（イ）開催回数
　　 延べ45人
（ウ）費用　

254,206円
（内訳）謝金（面談応対延べ４5人×＠3,000円）135,000円、交通費115,000円、
　　　　通信費600円、支払手数料10,000円
（キ）収益
135,000円
（内訳）依頼料（＠3,000円×45回）135,000円
④再非行防止に関する勉強会・講演会事業
ア　勉強会・講演会事業

（ア）事業内容

再非行および社会復帰をテーマにした講演を実施した。
（イ）開催回数

　　 12回
（ウ）費用
480,000円
（内訳）謝金480,000円（12回分×＠40,000円）
（キ）収益
720,000円
（内訳）講演依頼料（12回分×＠60,000円）
